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今
日
、
世
界
の
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
市
場
は
急

速
に
発
展
・
成
長
し
て
い
る
。

全
世
界
で
現
在
約

６
７
５
万
台
の
電
気
自
動
車
が
登
録
さ
れ
、
電
気
自

動
車(

バ
ッ
テ
リ
ー
式
電
気
自
動
車
＝
Ｂ
Ｅ
Ｖ
＝
と

プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
電
気
自
動
車
Ｐ
Ｈ
Ｅ
Ｖ

＝
を
含
む)

の
占
め
る
シ
ェ
ア
は
世
界
で
２
０
２
０

年
の
４
・
２
％
か
ら
２１
年
に
は
８
・
３
％
に
達
し

た
。
Ｅ
Ｖ
は
、
排
気
ガ
ス
の
削
減
と
天
然
資
源
の
枯

渇
に
対
応
す
べ
く
世
界
中
で
注
目
を
集
め
て
い
る
。

イ
ン
ド
の
Ｅ
Ｖ
市
場
も
急
速
に
進
化
し
て
お
り
、

２１
年
に
は
前
年
比
１
６
８
％
増
の
３２
万
台
近
く
の

車
両
が
販
売
さ
れ
た
。
世
界
一
大
気
汚
染
が
進
む

イ
ン
ド
の
Ｅ
Ｖ
化
は
不
可
欠
で
あ
る
。
空
気
質
指

数
（A

i
r
 
Q
u
a
l
i
t
y
 
I
n
d
e
x

）
を
発
表
し
て
い
る
Ａ

Ｑ
Ｉ
の
「
２
０
２
１
年
世
界
で
最
も
大
気
汚
染
が

深
刻
な
都
市
ラ
ン
キ
ン
グ
」
（W

o
r
l
d
’

s
 
M
o
s
t 

Polluted Cities 2021

）
に
よ
る
と
、
大
気
汚
染

が
深
刻
な
上
位
１５
都
市
の
う
ち
１３
を
イ
ン
ド
が
占
め

る
。
イ
ン
ド
の
電
気
自
動
車
業
界
は
、
強
い
政
府
ｎ

ｏ
主
導
に
よ
り
加
速
化
し
、
現
行
の
炭
素
排
出
量
を

削
減
し
、
都
市
部
の
大
気
質
を
改
善
し
、
石
油
輸
入

を
削
減
す
る
と
い
う
目
標
に
向
か
っ
て
走
っ
て
い

る
。■

３０
年
ま
で
の
Ｅ
Ｖ
化
目
標

イ
ン
ド
の
自
動
車
産
業
は
現
在
世
界
で
第
５
位
の

規
模
で
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
３
位
に
な
る
と
予
想

さ
れ
て
い
る
。
人
口
が
増
加
し
、
自
動
車
の
需
要
が

高
ま
る
中
、
イ
ン
ド
は
原
油
需
要
の
８０
％
近
く
を
輸

入
し
て
い
る
た
め
、
従
来
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
へ
の

依
存
は
持
続
可
能
な
選
択
肢
で
は
な
い
。
そ
の
中

で
、
現
時
点
で
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
が
占
め
る
割

合
は
約
１
・
５
％
で
、
日
本
の
０
・
５９
％
、
ア
メ
リ

カ
の
１
・
８
％
と
比
べ
て
も
遜
色
な
い
割
合
だ
。

加
え
て
、
イ
ン
ド
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
市
場
は
急
速
に

拡
大
の
兆
し
を
み
せ
て
い
る
。
直
近
の
販
売
台
数
の

推
移
を
み
る
と
、
２
０
１
５
年
に
は
２
万
台
程
度
だ

っ
た
Ｅ
Ｖ
（
四
輪
、
二
輪
含
む
）
の
販
売
台
数
は
、

１８
年
以
降
急
拡
大
を
見
せ
、
２０
年
に
は
３０
万
台
近
い

販
売
台
数
と
な
っ
た
。
ま
た
、
２１
年
か
ら
３０
年
ま
で

の
Ｃ
Ａ
Ｇ
Ｒ
（
年
平
均
成
長
率
）
は
約
９０
％
と
推
定

さ
れ
、
３０
年
に
は
Ｅ
Ｖ
市
場
は
１
５
０
０
億
米
ド
ル

規
模
に
な
る
と
予
想
さ
れ
て
い
る
。

イ
ン
ド
政
府
は
、
当
初
３０
年
ま
で
に
１
０
０
％
Ｅ

Ｖ
化
を
宣
言
し
た
も
の
の
、
そ
の
後
色
々
な
諸
事
情

も
あ
っ
て
（
「
イ
ン
ド
あ
る
あ
る
」
で
あ
る
）
、
現

在
は
３０
年
ま
で
に
商
用
車
で
７０
％
、
自
家
用
車
で
３０

％
、
バ
ス
で
４０
％
、
二
輪
車
と
三
輪
車
で
８０
％
の
Ｅ

Ｖ
普
及
率
を
達
成
す
る
と
目
標
設
定
を
下
方
修
正
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
カ
ー
ボ
ン
を

達
成
す
る
と
い
う
目
標
と
一
致
し
て
い
る
。
重
工
業

省
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
で
は
過
去
３
年
間
で
５２
万
台

の
Ｅ
Ｖ
が
登
録
さ
れ
た
。
Ｅ
Ｖ
は
、
政
府
に
よ
る
有

　　　急速に拡大する
インドのＥＶ市場

荒木英仁（あらき・ひでひと）

毎日アジアビジネス研究所シニアフェロー

インドビジネスコンサルタント

長年、大手広告代理店「アサツー・ディ・ケイ」の海外事業に従事

し、2005年から9年間、同社インド法人社長。14年春グルガオンに

て「Casa Blanka Consulting」社を設立し、日本企業との提携を求

めるインド企業を支援。監査法人「Udyen Jain & Associates」と

業務提携し、日本企業のインド進出や現地でのコンプライアンスを

支援。インド最大手私銀「ICICI　Bank」のアドバイザーや、ＪＥ

ＴＲＯの「中小企業海外展開現地支援プラットフォーム」コーディ

ネーターも務める在印十数年のベテラン。

荒木英仁のインクレディブル・インディア  
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利
な
政
策
と
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
に
支
え
ら
れ
て
力

強
い
成
長
を
記
録
し
て
い
る

州
別
で
は
、
ウ
ッ
タ
ル
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
が
２
０

２
１
年
の
Ｅ
Ｖ
販
売
で
最
高
の
シ
ェ
ア
を
占
め
、
全

セ
グ
メ
ン
ト
の
販
売
台
数
は
６
万
６
７
０
４
台
に

達
し
、
続
い
て
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
の
３
万
３
３
０

２
台
、
タ
ミ
ル

ナ
ー
ド
ゥ
州
の
３
万
３６
台
が
続
い

た
。
ウ
ッ
タ
ル
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
が
三
輪
車
セ
グ
メ

ン
ト
を
支
配
し
、
カ
ル
ナ
ー
タ
カ
州
と
マ
ハ
ラ
シ
ュ

ト
ラ
州
が
そ
れ
ぞ
れ
二
輪
車
セ
グ
メ
ン
ト
と
四
輪
車

セ
グ
メ
ン
ト
を
リ
ー
ド
し
た
。

「H
e
r
o
 
E
l
e
c
t
r
i
c

」
「O

k
i
n
a
w
a

」
お
よ
び

「Ather Energy

」
は
、
合
計
６４
％
の
市
場
シ
ェ
ア

を
持
ち
、
イ
ン
ド
の
電
動
二
輪
車
市
場
を
支
配
し
て

い
る
。H

e
r
o
 
E
l
e
c
t
r
i
c

の
市
場
シ
ェ
ア
は
３６
％
。

O
k
i
n
a
w
a

が
２１
％
で
続
き
、
１１
・
１
％
の
シ
ェ
ア
を

持
つ
３
位
のAther Energy

は
、
現
在
イ
ン
ド
全
土

に
流
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
中
で
、
急
激
に
市
場
シ
ェ

ア
を
伸
長
さ
せ
て
い
る
。

ち
な
み
に 

Hero 
Electric 

は
自
動
二
輪
市
場

シ
ェ
ア
ト
ッ
プ
のH

e
r
o
 
M
o
t
o
C
o
r
p

と
同
じH

e
r
o

と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
を
使
っ
て
い
る
が
、
直
接
の

関
係
は
無
い
。
（H

e
r
o
 
E
l
e
c
t
r
i
c

の
創
始
者
の

Naveen Munjal

はHero MotoCorp

の
社
長
で
あ
る

P
a
w
a
n
 
M
u
n
j
a
l

の
従
妹
の
息
子
で
あ
る
）
。H

e
r
o 

MotoCorp

は
別
に
Ｈ
Ｅ
Ｒ
Ｏ

Ｅ
Ｖ
と
い
う
後
発
ブ

ラ
ン
ド
を
立
上
げ
て
追
い
込
み
を
開
始
し
た
ば
か
り

だ
が
、
イ
ン
ド
最
大
の
販
売
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
持
っ

て
す
れ
ば
シ
ェ
ア
の
上
位
に
顔
を
出
す
の
は
時
間
の

問
題
で
あ
る
と
考
え
る
。

ま
た
Ｏ
ｋ
ｉ
ｎ
ａ
ｗ
ａ
は
名
前
か
ら
し
て
日
系
メ

ー
カ
ー
の
よ
う
で
あ
る
が
、
１
０
０
％
イ
ン
ド
企
業

で
あ
る
。
以
前
オ
ー
ナ
ー
のJeetender Sharma

氏

と
お
会
い
し
た
際
に
、
ブ
ラ
ン
ド
名
の
由
来
を
聞
い

た
事
が
あ
る
が
、
彼
曰
く
特
に
大
き
な
理
由
は
無
い

が
、
彼
が
以
前
日
本
の
沖
縄
へ
旅
行
で
訪
れ
た
際
に

感
銘
を
受
け
、Sounds Nice 

と
思
っ
た
の
で
命
名

し
た
そ
う
で
あ
る
。
中
国
の
１
０
０
均
シ
ョ
ッ
プ

「
メ
イ
ソ
ウ
」
が
イ
ン
ド
で
大
成
功
を
収
め
た
よ
う

に
、
日
本
っ
ぽ
い
ブ
ラ
ン
ド
名
は
イ
ン
ド
で
は
好
意

的
に
受
け
入
れ
ら
る
傾
向
が
あ
る
。

四
輪
セ
グ
メ
ン
ト
ト
で
は
、Tata Motors 

が
７１

％
の
市
場
シ
ェ
ア
を
持
ち
圧
倒
的
な
地
位
を
占
め
、

グラフ上からインドＥＶ販売台数（１０００台）＝Source: SMEV 

(Society of Electric Vehicle Manufacturers)▽２０２１年度州別ＥＶ

販売台数＝Source: EV Reporter▽二輪、四輪ＥＶのメーカー別シェア＝

Source- Cardekho, gaadiwaadi, e-vehicle info.,Rushlane.
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Nexon 

と Tigor EV 

の
２
つ
の
主
要
モ
デ
ル
が
セ

ー
ル
ス
を
牽
引
し
て
い
る
。MG Motors India 

は

2
位
で
、
最
近
ま
で
イ
ン
ド
最
長
の
走
行
距
離
を
誇

っ
て
い
た
。
（M

G
 
E
Z
S
 

は
1
回
の
充
電
で
４
３
９

キ
ロ
の
走
行
距
離
を
可
能
と
し
た
）
。
そ
の
他
、

Hyndai

はKona
、
マ
ヒ
ン
ド
ラ
はVERITO

を
販
売
し

て
い
る
。

今
、
イ
ン
ド
の
四
輪
Ｅ
Ｖ
市
場
で
話
題
の
中
心
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
最
近
発
表
さ
れ
た
ば
か
り
で
あ

る
Ｋ
Ｉ
Ａ
の
Ｅ
Ｖ
６
で
あ
る
。
最
新
デ
ザ
イ
ン
を
用

い
た
こ
の
Ｅ
Ｖ
６
は
最
長
走
行
距
離
を
５
２
８
キ
ロ

に
ま
で
伸
ば
し
、
加
速
も
時
速
０
～
１
０
０
キ
ロ
を

５
・
２
秒
で
こ
な
し
、
充
電
ス
ピ
ー
ド
も
著
し
く
改

善
し
て
８０
％
の
充
電
を
１８
分
で
可
能
と
し
た
。
メ
ー

カ
ー
公
表
価
格
は
５
万
８
５
０
０
米
ド
ル
と
意
外
と

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
で
あ
る
。

■
政
府
主
導
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

モ
デ
ィ
政
権
は
各
種
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
施
策
を
発

表
し
イ
ン
ド
の
自
動
車
電
気
化
を
積
極
的
に
推
進
し

て
い
る
。
２
０
１
２
年
にN

a
t
i
o
n
a
l
 
E
-
M
o
b
i
l
i
t
y 

P
r
o
g
r
a
m
 

を
制
定
し
、
１３
年
に
は 

N
a
t
i
o
n
a
l 

Electric Mobility Mission Plan 2020 

を
掲

げ
、
２０
年
ま
で
に
６
０
０
～
７
０
０
万
台
の
Ｅ
Ｖ
を

販
売
す
る
た
め
、
研
究
開
発
と

Ｅ
Ｖ
イ
ン
フ
ラ
構

築
に
１
３
５
０
～
１
５
３
０
億
イ
ン
ド
ル
ピ
ー
を
投

じ
る
計
画
を
発
表
し
た
。

前
項
で
述
べ
た
通
り
現
在
イ
ン
ド
政
府
は
３０
年
ま

で
に
商
用
車
７０
％
、
自
家
用
車
３０
％
、
バ
ス
４０
％
、

二
輪
車
と
三
輪
車
で

８０
％
と
い
う
数
値
目
標
を
設

定
し
て
い
る
。
そ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
イ

ン
ド
重
工
業
省
は
電
動
化
推
進
に
向
け
て
１
億
６

０
０
万
米
ド
ル
を
投
じ
て

Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ⅰ
（F

a
s
t
e
r 

A
d
o
p
t
i
o
n
 
a
n
d
 
M
a
n
u
f
a
c
t
u
r
i
n
g
 
o
f
 
H
y
b
r
i
d
 
& 

E
l
e
c
t
r
i
c
 
V
e
h
i
c
l
e
s
 
I
n
d
i
a

）
を
１５
年
に
発
足
さ

せ
た
。
重
点
分
野
と
し
て
、
補
助
金
に
よ
る
需
要
創

出
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
研
究
開
発
、
充

電
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、
同
時
に
Ｅ
Ｖ

の
購
入
を
推
進
す
る
た
め
の
補
助
金
も
付
与
し
て
い

る
。
そ
し
て
、
１９
年
４
月
に
、
重
工
業
省
は

Ｆ
Ａ

Ｍ
Ｅ
Ｉ
の
内
容
を
見
直
し
、
１５
億
米
ド
ル
の
予
算
で

Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ⅱ
を
発
表
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
の
中

で
、
Ｅ
Ｖ
普
及
の
た
め
に
最
大
１２
億
米
ド
ル
の
補
助

金
が
投
入
さ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

２
０
２
２
年
度
現
在
、
イ
ン
ド
政
府
は
Ｅ
Ｖ
の
導

入
を
促
進
す
る
た
め
に
以
下
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開

し
て
い
る
。

◆
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｅ

Ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ａ

ス
キ
ー
ム

(
H
y
b
r
i
d
 
&
)
 
E
l
e
c
t
r
i
c
 
V
e
h
i
c
l
e
s
 
(
F
A
M
E
) 

上からＴＡＴＡ　ＮＥＸＯＮ

▽ＭＧ　ＺＳ▽ヒュンダイ

ＫＯＮＡ▽ＫＩＡ　ＥＶ６

India 

の
導
入
と
製
造
の
迅
速
化

は
、
国
内
で
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車

と
電
気
自
動
車
の
成
長
と
早
期
導

入
を
促
進
す
る
た
め
に
１５
年
に
開

始
さ
れ
た
。
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｅ
Ⅱ
ス
キ
ー

ム
が
イ
ン
ド
で
開
始
さ
れ
、
１３
億

米
ド
ル
の
予
算
が
費
や
さ
れ
、
１

０
０
万
台
の
電
動
二
輪
車
、
５０
万

台
の
電
動
三
輪
車
、
５
万
５
０
０

０
台
の
電
動
乗
用
車
、
お
よ
び
７
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０
０
０
台
の
電
動
自
転
車
が
サ
ポ
ー
ト
さ
れ
た
。

連
邦
予
算
２
０
２
２
～
２３
で
発
表
さ
れ
た
よ
う
に
、

政
府
は
こ
の
制
度
を
２４
年
ま
で
延
長
す
る
事
を
発
表

し
た
。

◆
Ｐ
Ｌ
Ｉ
ス
キ
ー
ム

政
府
は
、
先
進
化
学
セ
ル

バ
ッ
テ
リ
ー

ス
ト
レ
ー
ジ
（PLT-ACC

）
ス
キ
ー
ム

の
生
産
に
リ
ン
ク
さ
れ
た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
導
入

し
た
。

こ
の
ス
キ
ー
ム
は
、
イ
ン
ド
の
バ
ッ
テ
リ

ー
イ
ン
フ
ラ
を
後
押
し
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。

政
府
予
算
に
よ
る
と
、
こ
の
ス
キ
ー
ム
の
総

支
出
は

２４
億
５
千
万
ド
ル
で
、
製
造
施
設
が
設
置

さ
れ
た
後
、
５
年
間
に
わ
た
っ
て
受
益
者
に
支
払
わ

れ
る
事
と
な
っ
て
い
る
。

◆
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
ポ
リ
シ
ー

Ｅ
Ｖ
の
採
用
に

は
、
広
範
な
充
電
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
が
不
可

欠
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
２２
年
４
月
２２
日
、

N
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は
、
２５
年
３
月
３１
日
ま
で
有
効
な
バ

ッ
テ
リ
ー
交
換
ポ
リ
シ
ー
の
草
案
を
リ
リ
ー
ス
し

た
。
こ
れ
は
人
口
が
４
０
０
万
人
を
超
え
る
す
べ
て

の
大
都
市
を
カ
バ
ー
す
る
。
第
２
段
階
は
、
ポ
リ
シ

ー
の
開
始
日
か
ら
２
～
３
年
か
け
て
実
施
さ
れ
、
す

べ
て
の
Ｕ
Ｔ
と
人
口
５０
万
人
を
超
え
る
主
要
都
市
が

対
象
と
な
る
。

そ
の
他
の
政
府
主
導
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

◆
ロ
ー
ン
で
Ｅ
Ｖ
（
二
輪
ま
た
は
四
輪
）
を
購
入

し
て
い
る
場
合
、
所
得
税
セ
ク
シ
ョ
ン
８０
Ｅ
Ｅ
Ｂ
に

基
づ
く
最
大
１
５
０
万
ル
ピ
ー
（
１
９
６
０
米
ド

ル
）
の
免
税
。

◆
ニ
ッ
ケ
ル
鉱 (

リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
主
要

部
品) 

の
関
税
を
５
％
か
ら
０
％
に
引
き
下
げ
。

◆
州
ご
と
の
道
路
税
の
減
額
お
よ
び
そ
の
他
の
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
。

イ
ン
ド
で
は
政
府
主
導
の
Ｅ
Ｖ
の
推
進
に
よ
り
、

モ
ビ
リ
テ
ィ
、
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
３
つ
の
主
要
な
セ
グ
メ
ン
ト
に
わ
た
っ
て

多
く
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
開
か
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
に
は
、
Ｅ
Ｖ
フ
ラ
ン
チ
ャ
イ
ズ
、
Ｅ
Ｖ
Ｏ
Ｅ

Ｍ
市
場
、
バ
ッ
テ
リ
ー
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

ー
、
ソ
ー
ラ
ー
車
両
充
電
、
バ
ッ
テ
リ
ー
交
換
技
術

な
ど
の
機
会
が
含
ま
れ
る
。N

I
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に
よ
る

と
、
Ｅ
Ｖ
へ
の
完
全
な
移
行
に
は
、
Ｅ
Ｖ
、
バ
ッ
テ

リ
ー
イ
ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
、
お
よ
び
充
電
イ

ン
フ
ラ
ス
ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
に
合
計
２
６
７
０
億
ド
ル

（
１９
・
７
億
ル
ピ
ー) 
の
投
資
が
必
要
と
発
表
。
ま

た
、
技
術
開
発
・
起
業
省

（
Ｍ
Ｓ
Ｄ
Ｅ
）
に
よ
る

と
、
Ｅ
Ｖ
業
界
は

２
０
３
０
年
ま
で
に

１
０
０
０

万
人
の
直
接
雇
用
を
追
加
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
こ

れ
に
よ
り
こ
の
分
野
で

５
０
０
０
万
人
の
間
接
雇

用
が
創
出
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
イ
ン
ド
四
輪
Ｅ
Ｖ
自
動
車
メ
ー
カ
ー
の
動

向
は
次
ペ
ー
ジ
の
通
り
で
あ
る
。

■
強
い
Ｅ
Ｖ
購
入
意
欲

Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
る
と
、
イ
ン

ド
消
費
者
の
意
識
と
し
て
Ｅ
Ｖ
を
将
来
購
入
し
た
い

と
い
う
気
持
ち
が
強
い
事
が
分
か
る
。
将
来
購
入
し

た
い
エ
ン
ジ
ン
タ
イ
プ
に
つ
い
て
質
問
を
す
る
と
、

二
輪
、
四
輪
と
も
に
大
都
市
で
は
約
６
割
が
電
動
車

を
購
入
し
た
い
と
回
答
し
て
い
る
。
電
動
車
に
対
す

る
期

待
は
テ
ィ
ア
１
都
市
で
も
低
く
な
く
、
二
輪

に
対
し
て
は
約
６
割
、
四
輪
で
は
約
５
割
が
電
動
車

を
志
向
し
て
い
る
。
二
輪
で
は
特
に
ハ
イ
ス
ピ
ー
ド

タ
イ
プ
の
購
入
を
検
討
す
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
補

助
金
な
ど
に
よ
っ
て
ガ
ソ
リ
ン
車
と
の
車
体
価

格

差
が
縮
ま
っ
て
お
り
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
考
え

る
と
Ｅ
Ｖ
を
購
入
し
て
も
初
期
投
資
の
価
格
差
を
埋

め
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
消
費
者
が
増
え
て
き

て
い
る
。

そ
の
一
方
で
、
乗
用
車
の
中
で
は
Ｂ
Ｅ
Ｖ
（
バ
ッ

テ
リ
ー
駆
動
電
気
自
動
車
）
よ
り
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド

タ
イ
プ
の
購
入
希
望
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
現
時
点
で
の
長
距
離
移
動
で
使
用
す
る
際
の
充

電
設
備
数
に
対
す
る
不
安
や
、
充
電
時
間
の
ロ
ス
と

い
っ
た
デ
メ
リ
ッ
ト
を
考
慮
し
た
結
果
、
Ｂ
Ｅ
Ｖ
で

は
な
く
ガ
ソ
リ
ン
で
も
走
行
で
き
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
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荒木英仁のインクレディブル・インディア

タ
イ
プ
を
よ
り
現
実
的
な
選
択
肢
と
し
て
考
え
て
い

る
消
費
者
が
一
定
数
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

■
課
題
山
積
だ
が
成
長
見
込
ま
れ
る

イ
ン
ド
の
Ｅ
Ｖ
産
業
は
、
政
府
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ

と
原
油
価
格
の
上
昇
に
支
え
ら
れ
て
、
ゆ
っ
く
り
と

勢
い
を
増
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
イ
ン
ド
の
様
な
広

い
国
土
が
あ
る
市
場
に
お
い
て
、
内
燃
機
関
（
Ｉ
Ｃ

Ｅ
）
車
か
ら
Ｅ
Ｖ
へ
の
大
規
模
な
シ
フ
ト
に
は
、
充

電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
含
む
イ
ン
フ
ラ
施
設
の
拡
大

（
そ
も
そ
も
今
現
在
Ｅ
Ｖ
が
マ
イ
ナ
ー
な
状
況
下
に

あ
っ
て
も
、
イ
ン
ド
の
電
力
の
供
給
は
需
要
に
追
い

付
い
て
い
な
い
）
と
、
よ
り
長
い
走
行
距
離
を
走
る

こ
と
が
出
来
る
車
両
が
必
要
な
こ
と
も
、
未
だ
懸
念

材
料
で
は
あ
る
。
国
内
で
の
電
気
自
動
車
の
製
造
と

採
用
を
支
援
す
る
た
め
に
政
府
が
講
じ
た
い
く
つ
か

の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
は
、
２
０
３
０
年
ま
で
に
掲
げ
た

Ｅ
Ｖ
化
目
標
の
達
成
に
役
立
つ
と
は
思
う
が
、
イ
ン

フ
ラ
面
・
製
品
面
と
も
に
課
題
も
山
積
し
て
る
の
は

間
違
い
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
イ
ン
ド
政
府
主
導
の
Ｅ
Ｖ
化
は
、

過
去
に
モ
デ
ィ
政
権
が
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
用
い
て
世

界
に
誇
る
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
を
短
期
間
で
構
築
し

た
様
に
、
今
後
も
間
違
い
な
く
加
速
度
的
に
進
む
と

考
え
る
。
現
在
、
在
イ
ン
ド
の
日
系
企
業
は
大
半
が

内
燃
機
関
車
メ
ー
カ
ー
の
テ
ィ
ア
１
ま
た
は
テ
ィ
ア

２
の
ベ
ン
ダ
ー
で
あ
る
が
、
加
速
す
る
イ
ン
ド
の

Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
に
向
け
各
社
は
ス
タ
デ
ィ
ー
を
始
め

て
い
る
と
聞
く
。

　
現
時
点
で
イ
ン
ド
に
参
入
し
て
い
な
い
日
系
企

業
に
と
っ
て
も
、
イ
ン
ド
の
Ｅ
Ｖ
市
場
は
ま
だ
ま

だ
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
と
考
え
る
。
今
後
の
成
長

が
見
込
ま
れ
る
部
材
と
し
て
多
く
聞
か
れ
、
か

つ
、
日
系
メ
ー
カ
ー
へ
の
期
待
値
が
高
か
っ
た
の

は
バ
ッ
テ
リ
ー
と
バ
ッ
テ
リ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ

ス
テ
ム
（
Ｂ
Ｍ
Ｓ
）
で
あ
っ
た
。
バ
ッ
テ
リ
ー
は

Ｅ
Ｖ
の
コ
ア
な
部
品
で
あ
り
、
か
つ
、
Ｅ
Ｖ
の
車

体
価
格
に
大
き
く
影
響
す
る
。
そ
の
性
能
が
航
続

距
離
、
充
電
時
間
な
ど
エ
ン
ド
ユ
ー
ザ
ー
が

Ｅ

Ｖ
購
入
に
あ
た
っ
て
不
安
視
す
る
要
素
に
も
関
係

し
て
く
る
。
そ
の
た
め
、
充
電
ス
ピ
ー
ド
や
容
量

と
い
っ
た
バ
ッ
テ
リ
ー
自
体
の
性
能
を
高
め
る
だ

け
で
な
く
、
Ｂ
Ｍ
Ｓ
に
よ
っ
て
バ
ッ
テ
リ
ー
を
よ

り
効
率
的
・
効
果
的
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
く
る
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
た
。

私
自
身
も
バ
ン
ガ
ロ
ー
ル
に
あ
る
地
場
の
Ｅ

Ｖ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
メ
ー
カ
ー
の
雄
で
あ
る

P
R
A
V
A
I
G
 
D
Y
N
A
M
I
C
S

社(

主
要
エ
ン
ジ
ニ
ア
た
ち

は
米
テ
ス
ラ
社
の
出
身)

の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し

て
日
系
関
連
企
業
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
目

指
し
、
僅
か
な
が
ら
貢
献
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
の

Ｅ
Ｖ
市
場
は
ホ
ッ
ト
で
あ
る
。
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８
月
、
米
国
の
ニ
ュ
ー
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
比

亜
迪
（
Ｂ
Ｙ
Ｄ
）
社
は
さ
ら
に
電
気
自
動
車

（
Ｅ
Ｖ
）
生
産
の
決
意
を
新
た
に
し
た
、
と
報

じ
た
。

　
８
月
25
日
、
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
か
ら
、

２
０
３
５
年
ま
で
に
ガ
ソ
リ
ン
車
の
販
売
を
禁

止
す
る
計
画
が
承
認
さ
れ
た
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス

が
伝
わ
っ
て
来
た
。
同
日
、
同
州
の
大
気
資
源

委
員
会
が
関
連
規
定
を
発
表
し
、
３5
年
ま
で

に
、
同
州
内
で
販
売
す
る
新
車
は
温
室
効
果
ガ

ス
を
一
切
排
出
し
て
は
な
ら
な
い
、
と
規
定
し

た
。
同
州
の
関
連
規
制
が
打
ち
出
さ
れ
る
と
、

米
国
の
そ
の
他
の
１2
州
が
立
法
化
の
足
取
り
を

速
め
、
今
後
、
米
国
市
場
に
お
い
て
ガ
ソ
リ
ン

車
は
次
第
に
市
場
を
失
う
だ
ろ
う
。
日
本
企
業

が
得
意
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
は
販
売
禁
止
の
ジ

ャ
ン
ル
に
含
ま
れ
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
３5
年

ま
で
に
は
ま
る
１2
年
あ
る
が
、
企
業
戦
略
に
お

い
て
、
企
業
は
関
連
準
備
急
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
手
元
に
残
さ
れ
た
時
間
は
１2
年
で
も
、

企
業
は
戦
略
的
に
前
も
っ
て
準
備
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
、
実
際
に
は
１0
年
前
後

も
残
さ
れ
て
い
な
い
。

　
今
年
３
月
、
Ｂ
Ｙ
Ｄ
は
ガ
ソ
リ
ン
車
の
製
造

を
全
面
停
止
し
、
純
電
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
と
プ
ラ

グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｐ
Ｈ
Ｖ
）
業
務
に

特
化
す
る
、
と
発
表
し
た
。
当
時
、
米
国
が
数

カ
月
後
に
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
販
売
禁
止
範
囲
に

含
め
る
と
は
、
同
社
は
恐
ら
く
見
込
ん
で
い
な
か
っ

た
。
米
国
の
政
策
は
Ｂ
Ｙ
Ｄ
を
さ
ら
に
Ｅ
Ｖ
に
傾
注

さ
せ
、
Ｅ
Ｖ
の
研
究
・
開
発
（
Ｒ
＆
Ｄ
）
と
生
産
の

拡
大
推
進
に
向
か
わ
せ
た
。

　
Ｂ
Ｙ
Ｄ
は
大
規
模
生
産
を
急
速
に
発
展
さ
せ
、
今

年
上
半
期
、
販
売
台
数
は
す
で
に
テ
ス
ラ
を
上
回
っ

て
い
る
。
Ｂ
Ｙ
Ｄ
は
Ｅ
Ｖ
へ
の
集
中
に
よ
っ
て
Ｅ
Ｖ

販
売
台
数
１
位
の
業
績
を
長
期
的
に
保
っ
て
き
た
。

つ
ま
り
、
筆
者
が
Ｂ
Ｙ
Ｄ
と
そ
の
他
の
Ｅ
Ｖ
メ
ー
カ

ー
と
を
比
較
し
て
、
Ｂ
Ｙ
Ｄ
の
「
全
産
業
チ
ェ
ー
ン

生
産
方
式
」
に
着
目
し
、
今
後
の
安
定
的
な
生
産
拡

大
、
販
売
拡
大
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
、
と
分
析

し
て
い
る
理
由
で
あ
る
。
Ｂ
Ｙ
Ｄ
の
「
全
産
業
チ
ェ

ー
ン
生
産
方
式
」
は
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
は
ほ
と
ん
ど

取
り
上
げ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
欄
で
分
析
を
試
み

た
い
。

■
全
産
業
チ
ェ
ー
ン
生
産
方
式
と
は

過
去
数
十
年
に
わ
た
っ
て
、
中
国
は
労
働
力
が
豊

富
で
、
労
働
者
の
基
礎
教
養
レ
ベ
ル
は
比
較
的
高
か

か
っ
た
が
、
経
済
発
展
が
初
期
段
階
だ
っ
た
た
め
に

労
働
力
価
格
は
相
対
的
に
安
か
っ
た
。
中
国
で
組
み

立
て
を
行
う
外
国
企
業
が
特
に
多
く
、
中
国
企
業
自

身
も
組
み
立
て
に
集
中
し
て
き
た
。
生
産
チ
ェ
ー
ン

に
お
け
る
最
末
端
の
組
み
立
て
、
販
売
部
分
、
上
流

陳言の中国「創新経済」
毎日アジアビジネス研究所シニアフェロー、日本企業（中国）研究院執行院長

ＢＹＤはテスラを超えた
功を奏する全産業チェーン生産方式

陳言
毎日アジアビジネス研究所シニアフェロー

日本企業（中国）研究院執行院長、経済ジャーナリスト

　１９６０年北京生まれ。８２年南京大学卒。８２～８９年『経

済日報』に勤務。８９～９９年、東京大学(ジャーナリズム)、慶

応大学(経済学)に留学。９９～２００３年萩国際大学教授。０３

～１０年経済日報月刊『経済』主筆。１０年から日本企業(中国)

研究院執行院長。現在は「人民中国」副総編集長も務める。



22
毎日アジアビジネスレポート　2022年9月号

陳言の中国「創新経済」

の
重
要
な
原
材
料
、
中
流
の
重
要
な
部
品
に
関
し
て

中
国
企
業
の
出
番
は
少
な
い
。
例
え
ば
、
半
導
体
部

品
な
ど
上
流
の
重
要
な
原
材
料
等
に
対
す
る
中
国
企

業
に
対
す
る
取
引
禁
止
が
行
わ
れ
る
と
、
華
為
技
術

（
フ
ァ
ー
ウ
エ
イ
）
の
よ
う
に
多
く
の
企
業
が
減
産

せ
ざ
る
を
得
ず
、
生
産
、
販
売
に
極
め
て
不
安
定
な

現
象
が
出
現
し
た
。

　
Ｂ
Ｙ
Ｄ
は
産
業
チ
ェ
ー
ン
に
関
し
て
独
自
の
経
営

方
式
を
採
用
し
、
自
主
的
な
Ｒ
＆
Ｄ
を
堅
持
し
、
多

業
務
共
同
発
展
に
よ
っ
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
実
現
し

て
い
る
。

　
１
９
９
５
年
２
月
設
立
の
Ｂ
Ｙ
Ｄ
は
、
３0
年
の
間

に
急
速
な
発
展
を
遂
げ
、
す
で
に
全
世
界
に
３0
カ
所

余
の
工
業
パ
ー
ク
を
設
立
し
、
６
大
陸
戦
略
配
置
を

実
現
し
て
い
る
。
来
年
、
同
社
の
Ｅ
Ｖ
が
日
本
で
正

式
に
販
売
さ
れ
る
。
目
下
、
業
務
配
置
は
電
子
、
自

動
車
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
軌
道
交
通
等
の
分
野
を
カ

バ
ー
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
得
、
備
蓄
か
ら
応
用
に

至
る
ま
で
、
ゼ
ロ
・
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
総
合
解
決
案
を
全
方
位
に
構
築
し
て
い
る
。

全
産
業
チ
ェ
ー
ン
生
産
方
式
は
Ｂ
Ｙ
Ｄ
が
電
池
、

電
機
、
電
気
制
御
の
３
方
面
す
べ
て
で
成
熟
し
た
産

業
チ
ェ
ー
ン
を
持
て
る
よ
う
に
し
た
。
そ
の
中
で
、

電
池
に
必
要
な
炭
酸
リ
チ
ウ
ム
、
コ
バ
ル
ト
酸
リ
チ

ウ
ム
、
リ
チ
ウ
ム
ニ
ッ
ケ
ル
マ
ン
ガ
ン
コ
バ
ル
ト
酸

化
物
等
の
原
材
料
に
関
し
て
、
Ｂ
Ｙ
Ｄ
は
上
流
企
業

が
設
立
し
た
Ｂ
Ｙ
Ｄ
資
源
開
発
有
限
公
司
、
中
冶
瑞

ＢＹＤのコンパクトＥＶ「ＢＹＤ　ｅ２」。後続距離は３０５キロと４０５キロの

２タイプで、３０分で３０～８０％の充電、１・６時間で完全充電が可能だという

＝ＢＹＤのプレスリリースから

木
新
エ
ネ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
有
限
公
司
等
と
の
合
資
、

あ
る
い
は
青
海
塩
湖
、
多
弗
多
等
の
公
司
と
の
長
期

契
約
で
、
リ
チ
ウ
ム
電
池
の
供
給
と
生
産
を
保
障
し

て
い
る
。
ま
た
電
気
制
御
に
関
し
て
、
Ｂ
Ｙ
Ｄ
は
Ｉ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
絶
縁
ゲ
ー
ト
型
バ
イ
ポ
ー
ラ
ト
ラ
ン
ジ
ス

タ
）
、
Ｓ
ｉ
Ｃ(

炭
化
ケ
イ
素)

等
の
チ
ッ
プ
生
産
、

Ｒ
＆
Ｄ
を
子
会
社
の
Ｂ
Ｙ
Ｄ
半
導
体
株
式
有
限
公
司

に
集
約
し
て
い
る
。
ま
た
電
機
お
よ
び
そ
の
他
の
電

気
制
御
シ
ス
テ
ム
は
従
来
通
り
Ｂ
Ｙ
Ｄ
第
１４
事
業
部

が
生
産
と
Ｒ
＆
Ｄ
の
双
方
を
請
け
負
っ
て
い
る
。

半
導
体
に
関
し
て
は
８
月
20
日
、
中
国
Ｉ
Ｃ
デ
ザ

イ
ン
功
績
賞
授
賞
式
・
中
国
Ｉ
Ｃ
経
営
者
サ
ミ
ッ
ト

が
南
京
で
開
催
さ
れ
、
Ｂ
Ｙ
Ｄ
半
導
体
は
、
２
０
２

２
年
中
国
Ｉ
Ｃ
デ
ザ
イ
ン
功
績
賞
で
あ
る
「
十
大
中

国
Ｉ
Ｃ
デ
ザ
イ
ン
公
司
」
賞
を
再
度
受
賞
し
た
。
Ｂ

Ｙ
Ｄ
半
導
体
は
設
立
以
来
、
す
で
に
20
年
に
及
ぶ
潤

沢
な
技
術
蓄
積
が
あ
る
。
パ
ワ
ー
半
導
体
、
ス
マ
ー

ト
制
御
Ｉ
Ｃ
、
ス
マ
ー
ト
セ
ン
サ
ー
、
光
半
導
体
の

分
野
に
し
っ
か
り
根
を
下
ろ
し
、
持
続
的
な
Ｒ
＆
Ｄ

投
資
、
経
験
豊
富
な
Ｒ
＆
Ｄ
チ
ー
ム
と
多
年
に
わ
た

る
蓄
積
と
応
用
実
践
に
よ
っ
て
、
豊
富
な
製
品
ラ
イ

ン
を
形
成
し
、
車
載
用
Ｍ
Ｃ
Ｕ
（
多
地
点
接
続
装

置
）
等
の
分
野
に
お
い
て
も
重
要
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

・
ブ
レ
ー
ク
ス
ル
ー
を
実
現
し
、
製
品
は
豊
富
な
量

産
稼
働
デ
ー
タ
を
擁
し
、
製
品
は
信
頼
性
の
高
い
、

十
分
な
応
用
検
証
を
得
て
い
る
。

２
０
２
０
年
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
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発
生
し
て
以
降
、
全
産
業
チ
ェ
ー
ン
生
産
方
式
に
顕

著
な
生
命
力
が
宿
り
始
め
た
。
中
国
の
そ
の
他
の
自

動
車
メ
ー
カ
ー
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で
半
導
体
サ
プ

ラ
イ
ヤ
ー
を
四
方
手
を
尽
く
し
て
探
し
て
い
た
こ

ろ
、
Ｂ
Ｙ
Ｄ
の
生
産
ラ
イ
ン
は
大
き
な
影
響
は
受
け

な
か
っ
た
。
価
格
面
で
も
Ｂ
Ｙ
Ｄ
の
半
導
体
は
そ
の

他
の
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
に
比
べ
て
明
ら
か
に
安
か
っ

た
。■

テ
ス
ラ
を
上
回
る
販
売
台
数

中
国
汽
車
（
自
動
車
）
工
業
協
会
発
表
の
デ
ー
タ

に
よ
る
と
、
今
年
上
半
期
の
新
エ
ネ
車
の
生
産
台
数

と
販
売
台
数
は
と
も
に
２
６
０
万
台
を
上
回
り
、
昨

年
同
期
の
１
・
２
倍
。
Ｂ
Ｙ
Ｄ
の
上
半
期
の
全
世
界

累
計
販
売
台
数
は
６４
万
７
０
０
台
、
前
年
同
期
比
３

１
４
・
９
％
増
だ
っ
た
。
象
徴
的
な
の
は
全
世
界
で

Ｂ
Ｙ
Ｄ
が
テ
ス
ラ
を
5６
万
４
８
０
０
台
上
回
り
、
世

界
一
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

中
国
国
内
の
そ
の
他
メ
ー
カ
ー
と
比
べ
る
と
、
Ｂ

Ｙ
Ｄ
の
販
売
台
数
は
そ
の
他
メ
ー
カ
ー
を
圧
倒
的
に

上
回
っ
て
い
る
。
Ｅ
Ｖ
市
場
が
爆
発
的
に
成
長
し
て

い
る
現
在
、
半
導
体
部
品
不
足
の
影
響
を
受
け
て
、

多
く
の
企
業
が
操
業
再
開
の
能
力
は
あ
り
注
文
も
あ

る
の
に
、
生
産
で
き
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。

　
筆
者
は
最
近
、
北
京
で
配
車
ア
プ
リ
に
よ
る
営
業

し
て
い
る
あ
る
ド
ラ
イ
バ
ー
を
取
材
し
た
。
か
つ
て

陳言の中国「創新経済」

天斉リチウム産業理事長、蒋衛平氏

＝同社ホームページより

赤線＝ＢＹＤ▽グレー線＝サプライヤーＡ▽青線＝サプライヤーＢ▽２０２１Ｈ１

＝２０２１年上半期

出典：ＢＹＤ半導体株主説明書、国联证券研究所

ＢＹＤ半導体価格の優位性 （同規格ＩＧＢＴとの比較)
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は
ガ
ソ
リ
ン
車
を
運
転
し
、
一
日
当
た
り
約

４
０
０
キ
ロ
営
業
し
、
ガ
ソ
リ
ン
代
は
３
５

０
元
（
約
７
０
０
０
円
）
前
後
だ
っ
た
が
、

今
は
Ｂ
Ｙ
Ｄ
に
乗
り
、
自
宅
で
充
電
す
れ
ば

電
気
代
は
３5
元
（
約
７
０
０
円
）
足
ら
ず
で

あ
り
、
ス
ー
パ
ー
な
ど
の
公
用
充
電
ポ
ス
ト

で
も
７0
元
（
約
１
４
０
０
円
）
程
度
で
あ

る
。
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
が
安
い
と
い
う
、

Ｅ
Ｖ
の
低
コ
ス
ト
メ
リ
ッ
ト
を
大
い
に
享
受

し
て
い
る
。

自
動
車
生
産
の
大
規
模
経
済
メ
リ
ッ
ト
は

Ｅ
Ｖ
に
十
分
現
れ
て
い
る
。
現
在
、
全
世
界

で
年
産
20
万
台
以
上
の
メ
ー
カ
ー
は
１１
社
あ

り
、
そ
の
う
ち
５
社
は
中
国
企
業
だ
。
日
本

企
業
は
１
社
も
入
っ
て
い
な
い
。
Ｂ
Ｙ
Ｄ
の

全
産
業
チ
ェ
ー
ン
生
産
方
式
は
、
世
界
最
大

の
地
位
の
維
持
だ
け
で
は
な
く
、
今
後
の
生

産
量
の
拡
大
、
低
価
格
化
に
充
分
、
余
地
を

残
し
て
い
る
。

日
本
は
世
界
最
大
の
自
動
車
生
産
大
国
だ

が
、
Ｅ
Ｖ
商
戦
で
は
す
で
に
大
き
く
遅
れ
を

と
っ
て
い
る
。
今
後
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ

ー
が
電
池
の
自
社
Ｒ
＆
Ｄ
、
半
導
体
原
材
料

生
産
を
基
礎
に
、
Ｅ
Ｖ
メ
ー
カ
ー
ト
ッ
プ
１0

に
突
入
し
て
く
る
か
否
か
が
注
目
さ
れ
る
。

陳言の中国「創新経済」

２０２２年１～６月の全世界自動車メーカー新エネ車販売台数トップ２０
①ＢＹＤ②テスラ③上海汽車ＧＭ五菱④フォルクスワーゲン⑤ＢＭＷ⑥メルセデスベンツ⑦上海汽車集団

（ＳＡＩＣ）⑧起亜汽車（キア自動車）⑨奇瑞汽車（シェリー）⑩現代汽車（ヒュンダイ）⑪広汽集団⑫ボ

ルボ⑬アウディ⑭東風汽車⑮長安汽車⑯吉利汽車⑰小鵬汽車⑱プジョー⑲長城汽車⑳フォード

作成：肥猫汽車　データ：cleantechnica
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